
声

オープンハウスにご来場いただきありがとうございます。

区では、旧若杉小学校跡地の本格活用に関する検討の取組として、令和６年

11月から令和７年２月にかけて、全４回のワークショップを開催しました。

今回、ワークショップで説明した内容や各グループで検討した活用案について

パネル展示を行うとともに、跡地活用に関するご意見を伺うため、オープン

ハウスを開催します。

・予約不要

・入退場自由

・車での来場不可

旧若杉小学校跡地の本格活用に関する検討

○パネル展示をご覧ください

ワークショップで説明した内容等をまとめたパネルをご覧ください。

○アンケートにご協力ください

パネル展示や区職員の説明等を踏まえて、アンケートにご記入いただき、

この取組に対するご意見をお聴かせください。

回答期限：４月６日（日）

※アンケートはWEBフォームからもご回答いただけます。

オープンハウスのプログラム

皆さんの を
かせてください
皆さんの を
かせてください

ワークショップ当日の配布資料のほか、これまでの経緯などに

ついて、区公式ホームページ（右二次元コード）に掲載して

いますので、ぜひご覧ください。

この取組を詳しく知るには・・・
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ワークショップの概要

旧若杉小学校跡地の本格活用に向けた検討に当たり、

まちの魅力向上や地域の課題解決に繋がるよう、

旧若杉小学校跡地をどのような場所にするか

様々な立場の皆さんと考えるため、ワークショップを開催しました。

この地域の課題を
解決できる場所に
なると良い！

訪れたいと思える
魅力ある場所になると

いいと思う

○このまちがもっと好きになる、ずっと住み続けたくなる

○この場所に訪れたい

と思えるような、旧若杉小学校跡地の本格活用の

「コンセプト」と「コンセプトに基づく活用方法」

をワークショップで検討しました。

〔ワークショップ全体のスケジュール・概要〕

第1回
R6/11/2

・施設の現状や地域が抱える課題を共有しよう！

・旧若杉小学校跡地の活用方法を考えてみよう！

第2回
R6/12/15

・地域に必要な機能や役割を考えてみよう！

・旧若杉小学校跡地の活用アイデアを各グループで

出し合おう！

第3回
R7/1/26

・旧若杉小学校跡地の本格活用のコンセプトと目指す

将来像を考えてみよう！

第4回
R7/2/23

・各グループで旧若杉小学校跡地の本格活用の

アイデアを具体化しよう！

・完成した成果物を全体で共有しよう！
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旧若杉小学校跡地について

旧若杉小学校（天沼3-15-20）

荻窪駅北口から徒歩約７分

青梅街道と環状八号線の２つの

幹線道路に近い、商店、事業所、住宅

などが混在する地域の中にあります。

■敷地概要

用途地域：第一種中高層住居専用地域

指定建ぺい率： 60％

指定容積率：200％

■建築概要

敷地面積：7,424.14㎡

建築面積：2,549.83㎡

延床面積：5,489.22㎡

一番古い校舎は築50年を超えることから、令和５年度には、本格活用に

向けて既存校舎の活用方針（活用または解体）を検討するため、躯体の

状況調査を行いました。

この調査や様々な角度から比較検討した結果、既存校舎の解体を前提

として、跡地活用を検討することを基本的な方向性としました。

体育館・プール棟
建設年：昭和55（1980）年
築年数：44年
延床面積：919.91㎡
階数：地上2階建て

西校舎

建設年：昭和44（1969）年
築年数：55年
延床面積：2,493.50㎡
階数：地上3階建て

北校舎

建設年：昭和42（1967）年
築年数：57年
延床面積：1,901.39㎡
階数：地上3階建て
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閉校からこれまで

旧若杉小学校跡地活用に係る懇談会提言

平成20年（2008年） 旧若杉小学校 閉校 ・ 天沼小学校 開校

平成22年（2010年) 天沼小学校が現在の場所に移転

平成23年（2011年） 保育室若杉 開設

平成27年（2015年） 重症心身障害児通所施設「わかば」 開設

平成28年（2016年） 日大幼稚園仮設園舎貸付開始（平成30年3月まで）

郷土資料室保管庫として使用開始

平成30年（2018年） パピーナ荻窪天沼保育園 開設

さざんかステップアップ教室荻窪教室 開設

令和５年～令和６年 意見交換会
（令和５・６年度に地元町会を対象に全５回）

令和６年（2024年）11月

～令和７年（2025年）２月
ワークショップの開催（全４回）

本格活用を求める地域の声や暫定活用を行っている施設

の移転や廃止などの状況を踏まえて、今後の本格活用に

向けて検討を開始

当時の行政需要に対応するため、暫定的に跡地活用する

方針に変更

今後、跡地活用の内容を検討するに当たっては、適宜、オープンハウス等

を開催し、幅広く意見を聞きながら取り組んでいきます。
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ワークショップで活用案を検討していただくに当たり、以下の内容について

説明しました。

01
地域の方からいただいた意見

02
天沼小学校・天沼中学校の皆さんが考える活用方法

03
荻窪消防署天沼出張所の老朽化

04
区として考えられる活用方法

平成20年12月の旧若杉小学校跡地活用に係る懇談会の提言

や令和5・6年度に地元町会を対象に意見交換会を開催し、

跡地活用に関する意見をいただきました。

詳細は６枚目以降をご確認ください

ワークショップに先立ち、近隣の天沼小学校・天沼中学校の

皆さんに、アンケートの実施や活用方法を検討していただき

ました。

令和5・6年度に地元町会を対象に実施した意見交換会に

おいて、地域の課題の一つとして挙げられました。

懇談会提言や意見交換会などで挙げられた地域の課題や

近隣の区立施設の状況を踏まえて、区として考えられる

活用方法について検討しました。
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ワークショップで参加者に説明した情報



●意見交換会
（令和５・６年度に地元町会を対象に全５回実施）

ワークショップに先立ち、地元町会の方々と、地域の課題等について、

意見交換をするために５回開催しました。

◆意見交換会で出た主な意見

○閉校してからこれまで暫定活用が続いた、15年という時間の重みを

感じてほしい。

○旧若杉小の周囲は、道路も狭く住宅も近いことを踏まえて跡地活用を

検討してほしい。

○防災は重要なキーワード。誰でも平等に使える跡地活用の方法として

検討すべき。

●旧若杉小学校跡地活用に係る懇談会提言
（平成20年12月：旧若杉小学校跡地活用に係る懇談会）

旧若杉小学校跡地の活用について、地元住民の意見を集約するために、

住民や商店会、学校関係者からなる懇談会を設置し、今後の跡地活用案

を検討するための提言を受けました。

◆実現したい３つの提案

①地域の防災性を考慮し、できるだけ広くオープンスペースを確保し、

通常は子供達や地域の人々が利用できるように、希望します。

②既存建物のうち、体育館・プール棟は残して、地域の人々が利用する

施設として活用することを希望します。

③既存建物の活用または新たな施設を建設する場合は、地域の人々の

会合や子育て世代の活動、青少年の交流や生活体験など、多様な活動

が行える機能を兼ね備えることを希望します。

地域の方からいただいた意見

旧若杉小学校跡地周辺は、木造建築物の密集度の高い住宅地であるため、

地域の防災性の向上を図ることを目的としたオープンスペースの確保や、

子どもや地域の人々などが多様な活動を行うことができる場所となるこ

とを求める声がありました。 6
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天沼小学校の皆さんが考える活用方法

〔意見を聴く取組〕

天沼中学校の皆さんが考える活用方法

①区が６年生を対象に、「旧若杉

小学校跡地の活用アイデア」に

ついてアンケートを実施

②活用方法の検討・提案

（２グループ・総合的な学習の時間にて）

〔意見を聴く取組〕①生徒会から全校生徒にアンケートを実施

②アンケート結果を基に、生徒会で活用方法のまとめ

災害時には避難所としても活用できる、
屋外・屋内の様々な運動が楽しめる場所

勉強やおしゃべりできるカフェなどが
入ったショッピングモール

みんなにとっていきやすい場所となるような

活用アイデアを提案していただきました。

7

子どもから高齢者まで幅広い世代の

交流の場となるような子ども食堂

としての活用

広い公園・運動場としての活用

の２つを提案していただきました。

02

02



令和５・６年度に地元町会を対象に実施した意見交換会において、地域の

課題の一つとして「荻窪消防署天沼出張所の老朽化」が

挙げられたため、消防署の職員からワークショップで

情報提供を行っていただきました。

●築64年が経過し老朽化が進んでいることから、改築が計画されており、

平成27年7月から改築用地の情報収集を開始しましたが、現在まで改築

用地の決定には至ってはいません。

●現在の庁舎は敷地面積が非常に狭く、必要な機能を整備することが難しい

ことから、別の場所での改築を検討しています。

POINT ▲現庁舎の全景

荻窪消防署天沼出張所の老朽化

区として考えられる活用方法

これまで把握してきた天沼地域の課題や近隣の区立施設の状況を踏まえて、

次の３つの活用方法を検討し、ワークショップで示しました。

①公園の整備

8

03

区民１人当たりの公園面積の目標値は５㎡ですが、令和６年４月

時点では2.27㎡となっています。また、旧若杉小学校跡地が所在

する天沼地域の区民１人当たりの公園面積は僅か0.61㎡に留まって

います。

公園を整備することで、平常時には子どもから高齢者まで

幅広い世代の憩いの場となり、発災時には避難場所等として

活用することができると考えています。

04

整備した場合のメリット
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区として考えられる活用方法

②上荻保育園の移転

③上荻児童館の移転

04

区立保育園は、地域の保育園を支援する立場であることや、増加傾向

にある障害児や医療的ケア児の受け入れ先としての役割など、その

重要性が増していることから、当面の間、民営化や廃止を行わず、

現在の27園を維持する方向性です。

なお、現施設は築50年を迎えており、改築を検討する必要があります。

旧若杉小学校跡地に上荻保育園を移転することで、現在の

場所から近いこと、仮設園舎が不要であることから、園児

や保護者の負担軽減や整備費用を抑えることができると

考えています。

令和７年１月に「杉並区子どもの居場所づくり基本方針」を策定し、

子どもの居場所を充実していくため、今ある25の児童館をすべて

残し、児童館の機能・役割を強化するとともに、児童館の内７館を

「中・高校生機能優先館」とし、中・高校生の居場所を充実していき

ます。

なお、現施設は築50年を迎えており、改築を検討する必要があります。

旧若杉小学校跡地に上荻児童館を移転することで、主な近隣

小学校である天沼小学校から児童館までの距離が近くなると

ともに、学童クラブも含めて休館せずに改築することができ

ます。さらに、中・高校生機能優先館として位置付けること

で、荻窪地域の中・高校生の居場所機能の充実を図っていき

たいと考えています。

移転した場合のメリット

移転した場合のメリット
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１グループが作成した成果物

感想共有エリア

自分も必要だと思う機能や面白いと思ったアイデアなど、いいね！と

思ったことを付せんに書いて貼りましょう！
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２グループが作成した成果物

感想共有エリア

自分も必要だと思う機能や面白いと思ったアイデアなど、いいね！と

思ったことを付せんに書いて貼りましょう！
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３グループが作成した成果物

感想共有エリア

自分も必要だと思う機能や面白いと思ったアイデアなど、いいね！と

思ったことを付せんに書いて貼りましょう！
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４グループが作成した成果物

感想共有エリア

自分も必要だと思う機能や面白いと思ったアイデアなど、いいね！と

思ったことを付せんに書いて貼りましょう！
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５グループが作成した成果物

感想共有エリア

自分も必要だと思う機能や面白いと思ったアイデアなど、いいね！と

思ったことを付せんに書いて貼りましょう！
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６グループが作成した成果物

感想共有エリア

自分も必要だと思う機能や面白いと思ったアイデアなど、いいね！と

思ったことを付せんに書いて貼りましょう！
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７グループが作成した成果物

感想共有エリア

自分も必要だと思う機能や面白いと思ったアイデアなど、いいね！と

思ったことを付せんに書いて貼りましょう！



○今後は、これまで地域の方からいただいた意見や天沼小学校・天沼中学校

の児童・生徒が考える活用方法、ワークショップで各グループが作成した

成果物、今回のオープンハウスやアンケートでの意見を踏まえて、跡地

活用案を検討していきます。

○その際、公共施設は区民共有の財産であることから、地域全体・区全体を

俯瞰しながら、現在の区民はもちろんのこと、将来世代のニーズや財政上

の負担等も考慮し、最も望ましい今後のあり方を「全体最適・長期最適」

の視点を持って検討を進めていきます。

今後の検討の流れ

ワークショップの
開催

令和６年11月～

令和７年２月

令和７年３月～

令和８年３月 令和８年度～

跡地活用に関する
方針等の検討・策定

取組の実施
（設計など）

跡地活用に関する方針等の検討に当たっては、適宜、オープンハウス等を
開催し、幅広く意見を聞きながら取り組んでいきます。
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今後跡地活用を検討するに当たって



総評

パネル展示は以上となります。ご覧いただき、ありがとうございました。

アンケートの回答にご協力をお願いいたします（右下二次元コードからも

ご回答いただけます）。※回答期限：４月６日（日）

皆さまからいただいた意見を参考に、旧若杉小学校跡地が地域の

皆さまを中心とした、区民にとって魅力ある場所になるよう

検討していきますので、ご協力をお願いいたします。

杉並区政策経営部企画課施設マネジメント担当

終わりに

今回のワークショップに学識経験者としてご参加いただいた

讃岐先生からの総評

東京都立大学 建築学科

讃岐 亮 先生

18

公共施設の将来のあり方の検討は、得てしてその議論の

対象となる敷地内、施設内で考えてしまうものに

なりがちです。その中で、例えば「防災」や「若者

たちの居場所」といった地域課題を捉え、まち・

地域の視点で議論し、それを成果としたグループが

いくつもありました。ここに、旧若杉小学校跡地を

取り巻く地域の皆さんの慧眼を見た気がしています。

アイデアが多数寄せられたこと、議論したテーマが様々あったことを踏まえれば、

それらをまとめ一つの姿にかえていく過程でこそ、この「まち視点」が生きる

はずです。単純に「AとBとの組み合わせの相性」とか「合理性や財政負担」

だけで決めるのはあまりに勿体無いです。今後も区民との対話の場として企画

されているオープンハウス等への参加を通じて、あるいは区としても、この視点

から、この旧若杉小学校跡地で本当に必要なコト・モノとは何かを考え、

ブラッシュアップしていくことを望んでいます。

いずれにしても、このワークショップを通じて皆さんに「対話によるまち

づくり・公共空間づくりには、変化・深化がある」ことを知っていただけた、

あるいは改めて感じていただけたと思います。そして、こうした文化が杉並区に

根付くことを期待しています。
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